
突
然
や
っ
て
来
る
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
訓
練
や
備
え
が
大
切
で
す
。
被
災
時
に
は
、
地

域
の
方
々
の
活
動
が
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
有
効
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は

自
主
防
災
組
織
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
が
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
な
ど
で
延
焼
を
食
い
止
め
た
り
、

建
物
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
方
々
を
救
出
す
る

な
ど
、
自
主
的
に
救
助
・
防
災
活
動
を
行

い
、
被
害
の
拡
大
を
食
い
止
め
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
発
生
し
た
平
成
７
年
度
か
ら
、
地
域

ぐ
る
み
で
防
災
活
動
を
行
う
「
自
主
防
災

組
織
」
を
自
治
会
単
位
で
結
成
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

市
全
体
で
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、「
市
民
・
事
業
所
」、「
地
域

の
市
民
で
組
織
す
る
自
主
防
災
組
織
等
」、

自
主
防
災
組
織
の

　
　
　
　
活
動
を
支
援

織
で
行
う
訓
練
や
講
習
会
に
積
極
的
に
参

加
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
現
在
、

活
動
し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
は
、
163
組

織
、
約
２
万
９
千
世
帯
あ
り
ま
す
が
、
市

内
全
体
の
割
合
で
は
、
ま
だ
、
45
パ
ー
セ

ン
ト
の
組
織
率
で
す
。
防
災
力
の
高
い
安

全
な
地
域
を
目
指
し
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹の棒と毛布の簡易担架による搬送訓練

地
域
で
の
訓
練
や
備
え
で
被
害
を
最
小
限
に

自
主
防
災
組
織
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